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個別業績(日本基準)の前期実績との差異に関するお知らせ 

 

 当2020年３月期の個別業績(日本基準)が、前期の実績値との対比においてその差異が開示基準

に達することとなりましたので、お知らせいたします。当社は当該期間に係る個別の業績予想を公

表しておりませんので、対比につきましては前期の実績値との比較となっております。 

 

記 

 

１．2020年３月期（通期）個別業績（2019年４月１日～2020年３月31日）と前期実績との差異 

 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前期実績（Ａ） 

(2019年３月期) 

百万円 

4,872 

百万円 

1,108 

百万円 

1,862 

百万円 

1,521 

円 銭 

13.65 

当期実績（Ｂ） 

(2020年３月期)） 
3,860 498 2,158 2,273 20.46 

前期比増減額（Ｂ‐Ａ） △1,012 △609 296 752 － 

前期比増減率(Ｂ/Ａ‐１) △20.8％ △55.0％ 15.9％ 49.5％ － 

 

２．差異が生じた理由 

 当社個別の事業は主に、アルバイトEX、ｄジョブ(NTTドコモ提供)、転職EX等の求人に関連する

アグリゲーションメディアを運営する『人材領域』、賃貸スモッカ等の不動産に関連するアグリゲ

ーションメディア、特化型メディアを運営する『不動産領域』、並びに中古車EX等の生活に関連す

るアグリゲーションメディアを運営する『生活領域』から構成されております。当社グループでは

これらアグリゲーションメディアを非積み上げ型収益と定義しており、2020年３月期は連結グルー

プ横断的な経営戦略として積み上げ型収益から非積み上げ型収益へのシフトを進めた結果、個別業

績における売上高や営業利益は減少しました。 

 一方で、当社グループが積み上げ型収益と定義するインターネットメディア事業やシステム事業

を営む連結子会社からの剰余金配当を実施したことから、じげんにおいて受取配当金が営業外収益

として発生し、経常利益や当期純利益は増加しました。なお、当該配当は連結子会社との取引につ

き、連結業績に与える影響はございません。 

 

以 上 


